
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関する

学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さを理

解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しましたの

で、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

  令和元年５月１日 

学校名 福井市日之出小学校   

校長氏名  井上 美智代    

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 日之出地区や地球の環境について学びます。 

② 水や電気などの資源を大切に使います。 

③ ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

・日之出地区の河川パトロールに出かけ、水質調査やごみ拾いを行い、自然環境について

学びます。（５年生） 

② 節電・節水・節約の取組 

・環境委員会で、使用していない教室等の消灯や手洗い場の水の使い方等を集会や掲示物

等で呼びかけます。 

・余って使わなかった紙や不要な紙は、裏を再利用したり資源回収に出して、リサイクル

を心がけます。 

・自分の持ち物には名前を書き、大切に使います。 

③ 地域と連携して分別回収 

・アルミ缶や古紙の回収をＰＴＡや地域と連携して実施します。（年２回） 

・毎月１回、環境委員会が全校に呼びかけて、アルミ缶回収を行います。 

・使用済みインクカートリッジやテトラパック、ペットボトルキャップを回収します。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

③のアルミ缶回収では、環境委員が前日に全校に呼びかけ、当日は児童玄関前で回収を行

い、回収結果を放送等で報告しみんなの意識を高める。（協力、参加） 



様式第２号                                                   （提出日）令和２年１月２２日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

福井市日之出小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 日之出地区や地球の環境について学びます。 

② 水や電気などの資源を大切に使います。 

③ ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

・５年生が公民館の方々と一緒に日之出地区の河川パトロールを行いました。日之出地 

区の 4つの河川(荒川・赤川・古川・芝原用水)を回り、それぞれの場所で名前の由来

や役割について話を聞きました。また、川の水を採取して水質検査を行い、河川の環

境について学びました。 

 

  ・４年生が校外学習で環境に関する施設を見学しました。 

◎東山クリーンセンター ごみの処理の仕方や再利用の仕組みについてのお話を聞きま

した。プラットホームからは収集車が次々とゴミピットに大量のごみを入れていまし

た。ごみの中にはまだ使えるものがたくさん捨てられていることも知りました。 

  ◎九頭竜浄水場 福井市の水道施設や安全な水を作る仕組みを学び、安全な水は多くの

人が支えていると知り、水の大切さを感じました。 

  ◎福井県水産試験場・内水面総合センター 河川や淡水魚に関するクイズや展示されて

いる魚を観察して、川魚の生態について楽しく学びました。 

 

② 資源を大切にするための取組 

・節電や節水のポスターを掲示し、教室の電気をこまめに消灯することや、手洗い場で 

は水を出し過ぎないことなどを、全校児童に啓発しました。 

・両面印刷を心がけ、反古紙の裏面を再利用して、用紙の削減に努めました。 

・会議資料は印刷を控えパソコンを会議室に持ち込みペーパレスで打合せをしました。 



 

・職員室や教室に、古紙リサイクルの箱や封筒を設置し、紙をなるべく捨てずに、資源 

回収に出し、リサイクルしました。 

③ ごみをできるだけ減らすための分別回収 

・4月と 10月にＰＴＡや地域の方と協力して、資源回収を行いました。 

・月に一回、環境委員会でアルミ缶回収を行いました。 

・ベルマーク活動の一環としてテトラパック製の紙容器を回収しました。 

・ベルマーク活動の一環として使用済みインクカートリッジを回収しました。 

・リサイクルしたペットボトルキャップを換金し、海外の子どもたちにワクチンを届け

る［エコキャップ運動］に取り組みました。 

       

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

アルミ缶回収は環境委員会の児童が呼びかけのポスターを作り、前日に各教室にお知らせに

行くとともに、お昼の放送でも呼びかけました。回収当日は、登校時に児童玄関前でアルミ

缶回収を行い、重さを量り、その日のお昼の放送で全校児童に報告することで、学校全体の

環境に対する意識を高めるように努めました。(協力・参加) 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

① 総合的な学習の時間に河川パトロールすることで、児童の中に環境保全の意識や

地域を大切にする気持ちが育ってきているようです。 

② 児童や職員にエコの節電・節水・紙の節約などを啓発することで、エコの意識が

高まってきました。 

③資源回収やアルミ缶回収では、各家庭の協力を得ながら地域全体で取り組むことが

できました。 

④本年度よりテトラパック、インクカートリッジの回収箱を児童玄関横に設置したこ

とで児童や保護者に周知することができ、回収しやすくなりました。 

【改善点】 

・資源回収の量が年々減少しているので、広報活動を工夫し、保護者や地域の方にも

学校での取り組みを広めて、地域の環境に対する意識を高めていきたい。 

・エコキャップ活動やアルミ缶回収した資源がどのように利用されていくのか、ベル

マーク活動によって新しく交換できた物を環境委員会が全校児童にお知らせする機

会を設けることで回収量の増加につなげていきたい。 


